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地上観測データを用いた日本における突風の統計解析 
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要旨 

  

2002 年から 2017 年までの全国の気象官署 151 地点の地上観測データを用いて、日本に

おける突風の統計解析を行った。本研究は竜巻やダウンバーストなどの特定の現象に着目

したものではなく、突風をガストファクターと３秒平均風速の 10分平均風速からの増大・

減少量をもとに定義した。その結果、3531 もの突風が検出された。全官署で平均すると、

25m s-1以上の突風の発生頻度は１年当り 0.97回となり、これは竜巻の遭遇確率に比べて４

から５桁大きかった。沿岸部では内陸に比べて突風の発生頻度が約３倍大きかった。月別

でみると、９月が最も発生頻度が高く、６月に最も低かった。突風は日中、特に午後に発

生頻度が高まっていた。発生した突風の約半数は台風中心から800km以内で発生しており、

そのほとんどは８月から 10月に発生していた。また、台風に伴う突風の約半数は台風の進

行方向右前方で発生していた。西日本では台風に伴う突風が多く、東日本や北日本では台

風に伴わない突風が多いのが特徴であった。突風と同じような風速変化をするが急激な風

速減少を伴わない持続的な強風についても調査した。そのような強風は日本海側で発生し

やすく、特に 12月に発生頻度が高かった。観測環境が突風の発生頻度に及ぼす影響につい

ても議論した。 
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